








































































































































100% 課 税 に よ る政 府 税 収 80% 課税 に よ る政 府 税 収
1901年 400 ドル 320 ドル
1902 年 101"ー トル 346 ドル
1903 年 400 ドル 373 ドル








80% 課税 に よる 政 府 税 収 50% 課 税 に よ る政 府 税 収
1901年 320 ドル 200 ドル
1902年 346 ドル 240 ドル
1903年 373 ドル 288 ドル
1904 年 403 ドル 346 ドル
1905年 136 ト叶 415 ドル



















































































































































潜 在 的 な 財
産 の 成 長 率
I',蝣
& m
100% 80 % 50 % 20 % 課 税 な し
40
ドル ドル ドル ドル ドル
1,000 21,700 1,470,000 66,500,000 700,500,000
21) 1,000 4,800 45,300 379,000 1,480,000
10 1,000 2,210 7.0 10 21,700 45.300




潜 在 的 な 財
産 の 成 長 率
(% )
税 率
100% 80% 50% 20%
40
ドル ドル ドル ドル
16,000 82,600 1.470,000 16,600,000
20 8.0∝〉 15,0α) 44ー 200 94,400
10 4.000 4.750 5.990 5,160




潜 在 的 な 財
産 の 成 長 率
¥"¥-'
税 率
100% ホiY¥ー 50% 20%
40
ドル ドル ドル ドル
16.000 82,6'∝) 1.470,TOα〕 16.&∝)▼000
20 8,000 15,000 44.2tX} 94,400
10 4,000 4.750 5,990 5,160











































Neutral.氏はそれを手にすると消費し、 3,800ドルの「人的控除と税額控除」 (personal exemption





















増価 税 の 場 合 正 味 収 入税 の場 合
Neu打ai氏 の税 額 658 ドル 658 ト叶
Spender氏 の税 額 0 ドル 658 ドル
Saver氏 の税 額 658 ドル 36 ドル
















































































































































































































































































































































































































されねばならない。むろん、 「救済に値する」という要素が加わり、 「救済に値する貧困者」 (the





























このような保護に与えられる名称として、 「公正」 (justice)は「哀れみ」 (mercy)や「慈善」
(charity)と同じくらい適切であり、同じことが、貧しい人々に無料か各人の支払能力(ability to
pay)に応じて法律サービスを提供する、いわゆる訴訟軽費扶助協会(Legal Aid Societies)にもあ
























































































































「限界願望」 (marginal desirability)、 Paretoの言葉を用いると　ophelimity"、筆者がかつて提案し
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